
教員免許状の所要資格の取得に関する履修細則

平成16年6月16日

農細則第6号

（趣旨）

第1条 この細則は、 鹿児島大学学則（平成16年規則第86号）第47条の規定に基づき、 教育

職員免許法（昭和24年法律第147号）及び教育職員免許法施行規則（昭和29年文部省令第26

号）に定める所要の単位を修得するために必要な事項を定めるものとする。

（教員免許状の種類と履修要件）

第2条 本学部において所要資格を取得できる教員免許状の種類は、 本学部履修規則第8

条のとおりとし、 別表1に示す科目の区分について履修すべき最低単位数以上を修得し

なければならない。

（教育の基礎的理解に関する科目等）

第3条 教育の基礎的理解に関する科目等は、 別表2のとおりとし、 科目の区分について

修得すべき最低単位数以上を履修しなければならない。

（教科及び教科の指導法に関する科目）

第4条 教科及び教科の指導法に関する科目は、 別表3のとおりとし、 科目の区分につい

て修得すべき最低単位数以上を履修しなければならない。

（教職に関わる履修課程表）

第5条 教職に関わる履修課程表は、 学科・教育コ ー ス毎に別表6のとおりとする。

附 則

この規則は、 平成16年6月16日から施行し、 平成16年度入学生から適用する。 ただし、

平成16年3月31日以前に本学部に在学する者については、 なお従前の例による。

附 則

この規則は、 平成28年4月1日から施行し、 平成28年度人学生から適用する。 ただし、

平成28年3月31日以前に本学部に在学する者については、 なお従前の例による。

附 則

この規則は、 平成31年4月1日から施行し、 平成31年度入学生から適用する。 ただし、

平成31年3月31日以前に本学部に在学する者については、 なお従前の例による。

附 則

この規則は、 令和2年4月1日から施行し、 令和2年度入学生から適用する。 ただし、

令和2年3月31日以前に本学部に在学する者については、 なお従前の例による。
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別表1. 免許状取得のために必要な科目等と修得すべき最低単位数

免許状の種類
大学において修得することを必要とする最低単位数

教育の基礎的理解 教科及び教科の指 大学が独自に設 合計
（教科）

に関する科目等 導法に関する科目 定する科目 単位数

中学校教諭一種免許状

（理科）
27 28 4 59 

高等学校教諭一種免許状

（理科）
23 24 12 59 

高等学校教諭一種免許状

（農業）
23 24 12 59 

注 1 ：基礎資格として、学士の学位を有すること（「飛び級」により大学院に進学する者は、

教育職員免許法施行規則第六十六条の四に基づき、 「免許法」上は学士と同等に扱

われる）。

注2 :表に示すものの他に共通教育科目で開講されている 「H本国憲法」2単位、 「情報

活用」2単位を必要とする。

注 3 : 「教育の基礎的理解に関する科目等」は別表2に、 「教科及び教科の指導法に関す

る科目」は別表3に示してある。 「大学が独自に設定する科目」は、 別表3、 別表

4及び別表5に示してある科目から選択する。
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別表2. 教育の基礎的理解に関する科目等

科目の区分 授業科目 単位数
開講

開講期
中学 高校 高校

学部 理科 理科 農業

教育原論 2 教育 月‘’
lj ゜ ゜ ゜

教職概論 2 虞
曲邑子 月ヽ » IJ ゜ ゜ ゜

教育制度論 2 教育 前後 ゜ ゜ ゜
3欄

教育心理学 教育 前後 ゜ ゜ ゜2 

特別支援教育基礎論 1 教育 前後 ゜ ゜ ゜

教育課程論 1 教育 前後 ゜ ゜ ゜

中等道徳教育論 2 教育 前後 ゜

総合的な学習の時間及
教育 前後 ゜ ゜ ゜2 

4欄
び特別活動の指導法

教育方法・技術論 2 教育 前後 ゜ ゜ ゜

生徒・進路指導論 2 教育 後 ゜ ゜ ゜

学校教育相談 2 教育 前後 ゜ ゜ ゜

教育実習（高校免許状） 2 出身校 月‘’
lj ゜ ゜

教育実習（中学免許状） 4 等 月‘ ’lj ゜
5欄

事前・事後指導 威申巫子 前後 ゜ ゜ ゜1 

教職実践演習 2 康
曲 た子 後 ゜ ゜ ゜

合計（最低修得単位数） 27 23 23 

注1:科目の区分は、 教育職員免許法施行規則第4条及び第5条に基づく。 第3欄：教育

の基礎的理解に関する科目、 第4欄：道徳、 総合的な学習の時間等の指導法及び生

徒指導、 教育相談等に関する科目、 第5欄：教育実践に関する科目。

注2:0印は必修科目。

注3:教育実習（中学免許状）は、 4週間を原則とするが、 出身県によっては3週間となっ

ている場合もある。

注4:教職実践演習(8期）を受けるためには、 履修カルテの作成が必要である。 履修カル

テは1年次から作成する。 説明会および配布の時期は掲示板で知らせる。

注5:教育の基礎的理解に関する科目等は、 卒業要件単位に含まれないので、 高学年での

卒業要件単位の修得に支障のないよう、 できるだけ早期に履修すること。
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別表3. 教科及び教科の指導法に関する科目

必修科目（単位） ＊ 選択科目
合計

免許状の種類 最低 最低
授業科目名（単位） 単位数

単位数 単位数

理科教育法(2)

理科教材研究法I (2) 

理科教材研究法II (2) 

理科教材研究法III(2)

物理学概論(2)

中学校教諭一種免許状 化学概論(2) 別表4に
20 12 32 

（理科） 生物学概論(2) 示す科目

地学概論(2)

基礎物理学実験(1)

基礎化学実験(1)

基礎生命科学実験(1)

基礎地学実験(1)

理科教育法(2)

理科教材研究法I又は

理科教材研究法II (2) 

物理学概論(2) 12 

高等学校教諭一種免許状
化学概論(2)

別表4に

（理科）
生物学概論(2)

示す科目
23 36 

地学概論(2)

基礎物理学実験(1)

基礎化学実験(1)

基礎生命科学実験(1)
1 

基礎地学実験(1)

高等学校教諭一種免許状
農業科教育法I(2) 

別表5に

（農業）
農業科教育法II (2) 6 30 36 

職業指導(2)
示す科目

注． ＊は、 教育職員免許法施行規則第4条及び第5条に定められた科目。
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別表4. 教員免許「理科」に関する専門選択科目一 覧

物 理 学 生 物 学

科目名と単位 科目名と単位

バイオマス工学 2 植物遺伝資源学 2 

エネルギー利用工学 2 植物形態学 2 

応用数学 2 遺伝学 2 

応用力学 2 植物バイオテクノロジ一 2 

環境計測学 2 生物統計学 2 

環境水理学 2 動物生殖工学 2 

構造力学 2 動物発生工学 2 

環境物理学実験 1 動物分子遺伝学 2 

動物資源保護論 2 

化 } 子 応用微生物学 2 

科目名と単位 基礎分子生物学 2 

栄養生理化学 2 食環境微生物学 2 

植物化学 2 細胞分子生物学 2 

機器分析化学 2 植物病原微生物学 2 

酵素化学 2 植物病理学 2 

生物化学l 2 森林生態学 2 

生物化学1I 2 森林動物学 2 

代謝生化学 2 森林微生物・きのこ学 2 

分析化学 2 食環境微生物学実験 1 

栄養化学 2 微生物学実験 1 

有機化学 2 遺伝子工学実験 1 

無機化学 2 分子生物学実験 1 

植物生産学実験II 1 植物生産学実験I 1 

栄養生化学実験 1 

酵素化学実験（食品機能科学） 1 地 巫子

酵素化学実験（焼酎発酵・微生物科学） 1 科目名と単位

基礎化学実験 （食料生命科学） 1 土壌科学 2 

森林水文学 2 

植物生産学実験III 1 

水士実験 1 

※上記の科目は、 農学部で開講されています。
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別表5. 教員免許「農業」に関する専門選択科目一 覧

科目名と単位 科目名と単位 科目名と単位

農村課題解決プログラム 4 地域環境エネルギー論 2 森林利用学 2 

応用動物行動学 2 地域環境システム学概論 2 品質管理システム学 2 

害虫学 2 地域環境情報解析学 2 木質工学 2 

果樹園芸学 2 地域計画学 2 学外研修 1 

家畜育種学 2 畜産科学概論 2 家畜育種・繁殖学実験 1 

家畜栄養学 2 畜産学 2 家畜解剖学演習 1 

家畜管理学 2 ディベート入門 2 家畜飼養管理学演習I 1 

家畜疾病概論 2 糖質科学 2 家畜人工繁殖学実習 1 

家畜生体機構学 2 動物性食品学 2 焼酎製造学実験 1 

家畜生理学 2 農業機械学 2 情報処理演習 1 

家畜繁殖学 2 農業経営学 2 食品機能科学実験 1 

家畜微生物学概論 2 農業経済学入門 2 食品製造実習 1 

環境教育と農山村振興 2 農業構造論 2 食品プロセス学実習 1 

観賞園芸学 2 農業水利環境学 2 植物生化学・分子生物学実験 1 

景観デザイン学 2 農業政策学 2 森林科学欧文演習 1 

国際閲発学 2 農業と社会 2 青果保蔵学実験 1 

国際森林論 2 農産物価格理論 2 暖地農場実習 1 

国際農業資源学 2 農産物マーケティング論 2 地域環境システム学演習 1 

国際農業論 2 農産物流通論 2 地域実習 1 

災害地形学 2 農村計画学 2 畜産化学実験 1 

栽培技術論 2 農地保全学 2 畜産物加工実習 1 

作物学 2 フードシステム入門 2 農業生産科学農場実習 1 

砂防学 2 フォレスター総合実習 2 農業生産学実習 1 

地盤環境工学 2 分子食品学 2 農業生産実地研修 1 

醸造微生物学 2 ポストハ ーベスト生化学 2 農山村フィールドワ ークI 1 

焼酎製造学 2 有機畜産論 2 農山村フィールドワ ークII 1 

食品機能学 2 育林学 2 農場実習（集中） 1 

食品衛生学 2 応用植物科学概論 2 農場実習I 1 

食品タンパク質 2 基礎統計学 2 農場実習II 1 

食品微生物学 2 国民経済と農業 2 農場実習III 1 

食品プロセス学 2 植物性食品学 2 排水処理論 1 

植物育種学 2 植物生理学 2 発酵食品製造実習 1 

植物栄養・肥料学 2 食品化学 2 フィールド実習 1 

植物生産学応用実験 2 森林キャリアデザイン 2 牧場実習 1 

食料安全生産論 2 森林科学概論 2 屋久島実習 1 

食料経済学 2 森林経済学 2 家畜飼養管理学演習II 1 

食料生命科学序論 2 森林計測学 2 科学基礎演習 1 

飼料化学 2 森林政策学 2 食品生化学実験 1 

飼料資源化学概論 2 森林政策実施論 2 食品分析化学実験 1 

森林基礎実習 2 森林保護学 2 森林計測学実習 1 

青果保蔵学 2 森林政策学演習 1 

生物的防除論 2 森林生態学実習 1 

繭菜園芸学 2 森林利用学実習 1 

熱帯作物学 2 木質工学実険 1 

Agricultural Production 2 

Science 

※上記の科目は、 農学部で開講されています。
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別表6 -1. 教育の基礎的理解に関する科目等に関わる履修課程表：農業生産科学科（中学理科、 高校

理科、 高校農業）

教職に関する科目 開講期

欄 種別 授業科目（単位数） 1期 2期 3期 4期 5期 6期7期8期

教育原論(2) ． 

教職概論(2) ． 

3 
教育の基礎的理解に関す 教育制度論(2) ． 

る科目 教育心理学(2) ． 

特別支援教育基礎論(1) ． ． 

教育課程論(1) ． ． 

中等道徳教育論(2) ▼ 

道徳、 総合的な学習の時 総合的な学習の時間及び特別 ． ． 

4 
問等の指導法及び生徒指 活動の指導法(2)

導、 教育相談等に関する 教育方法・技術論(2) ． 

科目 生徒・進路指導論(2) ． 

学校教育相談(2) ． 

教育実習（高校免許状）（2) ◇ 

教育実践に関する科目
教育実習（中学免許状）（4) ▼ 

5 
事前・事後指導(1) ． 

教職実践演習(2)

教科及び教科の指導法に関 理科教育法(2) （▲） （▲）

する科目 理科教材研究法I(2) （▲） （▲）

理科教材研究法II (2) （▲） （▲）

理科教材研究法III(2) （▼） （▼）

物理学概論(2) ▲

化学概論(2) ▲

生物学概論(2) ▲ 

地学概論(2) ▲ 

基礎物理学実験(1) （▼） （▼）

基礎化学実験(1) （▼） （▼）

基礎生命科学実験(1) （▼） （▼）

基礎地学実験(1) （▼） （▼）

農業科教育法I(2) ゜

農業科教育法II (2) ゜

職業指導（農業）（2) ◎ 

● ：全コ ー ス必修 ▲ ：中学理科コ ー スおよび高校理科コ ー ス必修

（ ） ：いずれかの期で履修すること

▼ ：中学理科コ ー ス必修 〇 ：高校農業コ ー スは、 2科目修得すること。

◎ ：高校農業コ ー ス必修 ◇ ：高校理科・農業コ ー ス必修

． 

注1 :高校理科コ ー スでは、 基礎物理学実験、 基礎化学実験、 基礎生命科学実験、 基礎地学実験の中か

ら1科目と理科教育法、 理科教材研究法I又は11の2科目必修。

注2 :教科及び教科の指導法に関する科目のうち、 教科に関する科目については、 この表の他に、 中学

理科では別表4の科目から最低12単位、 高校理科では別表4の科目から最低23単位、 高校農業で

は別表5の科目から最低30単位を選択して履修しなければならない。

注3 : 5欄の教職実践演習は、 8期に開謂予定。

※ この履修課程表は入学時点での開講計画に基づくものであり、 時間割変更などがあり得ますので、

掲示等に注意してください。

また、 必ずこの表のとおりの期に履修しなければならないわけではありません。
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別表6- 2. 教育の基礎的理解に関する科目等に関わる履修課程表：食料生命科学科（中学理科、 高校

理科、 高校農業）

教職に関する科目 閲講期

欄 種別 授業科目（単位数） 1期 2期 3期 4期 5期 6期7期8期

教育原論(2) ． 

教職概論(2) ． 

3 
教育の基礎的理解に関す 教育制度論(2) ． 

る科目 教育心理学(2) ． 

特別支援教育基礎論(1) ． ． 

教育課程論(1) ． ． 

中等道徳教育論(2) ▼ 

道徳、 総合的な学習の時 総合的な学習の時間及び特別 ． ． 

4 
間等の指導法及び生徒指 活動の指導法(2)

導、 教育相談等に関する 教育方法・技術論(2) ． 

科目 生徒・進路指導論(2) ． 

学校教育相談(2) ． 

教育実習（高校免許状）（2) ◇ 

教育実践に関する科目
教育実習（中学免許状）（4) ▼ 

5 
事前・事後指導(1) ． 

教職実践演習(2)

教科及び教科の指導法に関 理科教育法(2) （▲） （▲）

する科目 理科教材研究法I(2) （▲） （▲）

理科教材研究法II (2) （▲） （▲）

理科教材研究法III(2) （▼） （▼）

物理学概論(2) ▲

化学概論(2) ▲

生物学概論(2) ▲ 

地学概論(2) ▲ 

基礎物理学実験(1) （▼） （▼）

基礎化学実験(1) （▼） （▼）

基礎生命科学実験(1) （▼） （▼）

基礎地学実験(1) （▼） （▼）

農業科教育法I(2) ゜

農業科教育法II (2) ゜

職業指導（農業）（2) ◎ 

● ：全コ ー ス必修 ▲ ：中学理科コ ー スおよび高校理科コ ー ス必修

（ ） ：いずれかの期で履修すること

▼ ：中学理科コ ー ス必修 〇 ：高校農業コ ー スは、 2科目修得すること。

◎ ：高校農業コ ー ス必修 ◇ ：高校理科・農業コ ー ス必修

． 

注1 :高校理科コ ー スでは、 基礎物理学実験、 基礎化学実験、 基礎生命科学実験、 基礎地学実験の中か

ら1科目と理科教育法、 理科教材研究法I又は11の2科目必修。

注2 :教科及び教科の指導法に関する科目のうち、 教科に関する科目については、 この表の他に、 中学

理科では別表4の科日から最低12単位、 高校理科では別表4の科目から最低23単位、 高校農業で

は別表5の科目から最低30単位を選択して履修しなければならない。

注3 : 5欄の教職実践演習は、 8期に開講予定。

※ この履修課程表は入学時点での開講計画に基づくものであり、 時間割変更などがあり得ますので、

掲示等に注意してください。

また、 必ずこの表のとおりの期に履修しなければならないわけではありません。
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別表6- 3. 教育の基礎的理解に関する科目等に関わる履修課程表：農林環境科学科（中学理科、 高校

理科、 高校農業）

教職に関する科目 閲講期

欄 種別 授業科目（単位数） 1期 2期 3期 4期 5期 6期7期8期

教育原論(2) ． 

教職概論(2) ． 

3 
教育の基礎的理解に関す 教育制度論(2) ． 

る科目 教育心理学(2) ． 

特別支援教育基礎論(1) ． ． 

教育課程論(1) ． ． 

中等道徳教育論(2) ▼ 

道徳、 総合的な学習の時 総合的な学習の時間及び特別 ． ． 

4 
間等の指導法及び生徒指 活動の指導法(2)

導、 教育相談等に関する 教育方法・技術論(2) ． 

科目 生徒・進路指導論(2) ． 

学校教育相談(2) ． 

教育実習（高校免許状）（2) ◇ 

教育実践に関する科目
教育実習（中学免許状）（4) ▼ 

5 
事前・事後指導(1) ． 

教職実践演習(2)

教科及び教科の指導法に関 理科教育法(2) （▲） （▲）

する科目 理科教材研究法I (2) （▲） （▲）

理科教材研究法II (2) （▲） （▲）

理科教材研究法IIl(2) （▼） （▼）

物理学概論(2) ▲

化学概論(2) ▲

生物学概論(2) ▲ 

地学概論(2) ▲ 

基礎物理学実険(1) （▼） （▼）

基礎化学実験(1) （▼） （▼）

基礎生命科学実験(1) （▼） （▼）

基礎地学実験(1) （▼） （▼）

農業科教育法I (2) ゜

農業科教育法II (2) ゜

職業指導（農業）（2) ◎ 

● ：全コ ー ス必修 ▲ ：中学理科コ ー スおよび高校理科コ ー ス必修

（ ） ：いずれかの期で履修すること

▼ ：中学理科コ ー ス必修 〇 ：高校農業コ ー スは、 2科目修得すること。

◎ ：高校農業コ ー ス必修 ◇ ：高校理科・農業コ ー ス必修

． 

注1 :高校理科コ ー スでは、 基礎物理学実験、 基礎化学実験、 基礎生命科学実験、 基礎地学実験の中か

ら1科目と理科教育法、 理科教材研究法l又は11の2科目必修。

注2 :教科及び教科の指導法に関する科目のうち、 教科に関する科目については、 この表の他に、 中学

理科では別表4の科目から最低12単位、 高校理科では別表4の科目から最低23単位、 高校農業で

は別表5の科目から最低30単位を選択して履修しなければならない。

注3 : 5欄の教職実践演習は、 8期に開講予定。

※ この履修課程表は人学時点での開講計画に基づくものであり、 時間割変更などがあり得ますので、

掲示等に注意してください。

また、 必ずこの表のとおりの期に履修しなければならないわけではありません。
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